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【名古屋市】 

中古マンション坪単価の変動指数は、

新型コロナ禍より前の 2019 年の第 1

四半期を 100 としている。「30 ㎡台～

40 ㎡台」に限っては、流通事例数自

体が少ない中で大手デベロッパーが

手掛けたタワー物件内の住戸からの

事例発生に左右される形で動きが大

きくなっている。 

主に単身世帯向けの住戸に該当す

る「30 ㎡未満」と「30 ㎡台～40 ㎡台」

だが、2021年の第2四半期時点では

その差が 39.3 ポイントまで拡大して

いる。このような差異はコロナ以前か

ら生じており、新型コロナによる影響

というよりも地域的な特性として元々

広い居住スペースを選好する傾向が

強いことや当該住戸がタワーマンシ

ョンをはじめとする高スペック物件内

にあるのか否かという点に起因して

いるものとみられる。一方、主に 2 人

以上の世帯向け住戸に該当する「50

㎡台～60 ㎡台」や「70 ㎡以上」は

2021 年に明確な上昇傾向を示し、そ

の度合いは「50 ㎡台～60 ㎡台」の方

が大きい。 

各専有面積帯での価格水準の序列

自体は、コロナ前後を通してさほど

変化していない。「70 ㎡以上」の坪単

価は調査対象期間を通して最も低い

水準で推移し続けているが、これら

の背景としては東京 23 区や大阪市

などに比べて新型コロナウイルスの

感染度合いが軽微であったことやテ

レワークの導入が比較的進んでいな

いことなども挙げられるが、広く快適

な居住空間や充実した駐車スペースを備えた一戸建て住宅を選択する傾向がそもそも強いことから、新型コロナ

下における中古マンションの専有面積帯別の価格推移にもそれらの特徴が色濃く反映されたものとみられる。 

東京カンテイ、中古マンションの価格推移から住戸の広さに対するニーズの変化を分析 

名古屋市 コロナ下で価格上昇率が際立ったのは「30 ㎡台～40 ㎡台」 

2021 年の第 3 四半期時点での変動指数は 146.9、広めの「70 ㎡以上」は 114.2 に留まる 


